
小倉
〈小倉正行プロフィール〉1952年神奈川県鎌倉市生まれ。京都大学法学
部卒業。国会議員公設秘書として37年間、全国47都道府県をまわり国
民の暮らしを見つめてきたプロの政策マン。とくに食と農の専門家で、
現在も月刊誌『食べもの通信』の編集世話人をつとめる。『知っておきた
い日本の農業・食料（学習の友社）』、『TPP参加「日本崩壊」のシナリオ
（宝島SUGOI文庫）』など著書多数。流山市在住。

水道料金　  値上げ中止を!

正
行

くらしと平和
99号 2025年2月25日

発行 :憲法がいきる明るい千葉県をつくる会
住所 :千葉市中央区中央4-8-8　電話 :043-224-7220　千葉民医連気付
小倉正行さんの政策を紹介します。

異常な物価高で大変なこのときに
　　値上げする県政でいいのでしょうか？

　

令
和
の
コ
メ
騒
動
に
野
菜
の
高
騰…

。
く
ら
し
が
今
ほ
ど
大
変
な
と
き
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
に
千
葉
県
は
、
県
営
水
道
の
料
金
20
％
値
上
げ
を
発
表
し
ま
し

た
。
い
の
ち
に
直
結
す
る「
水
道
」。
ど
ん
な
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、
安
価
で
安
定
し

た
水
の
供
給
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
県
に
は
そ
の
責
務
が
あ
り
ま
す
。
水
道
料
金
の

値
上
げ
は
中
止
し
ま
し
ょ
う
！

水
道
料
金
20
％
値
上
げ
中
止

　

千
葉
県
は
全
国
4
位
の
農
業
産
出
額
を
誇
る
有
数
の
農
業
県
で
す
。
し
か
し
、
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
こ
の
ま
ま
で
は
現
在
の
農
業
生
産
の
維
持
も
困
難
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
千
葉
県
の
食
料
自
給
率
は
24
％
と
全
国
平
均
の
38
％
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。
農
業
生
産
者
へ
の
支
援
と
と
も
に
、
生
産
者
の
参
入
促
進

や
耕
作
放
棄
地
で
の
飼
料
生
産
に
取
り
組
み
ま
す
。

食
料
自
給
率
向
上
と
食
の
安
全
を
守
る

　

い
つ
襲
わ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
大
地
震
。
私
は
東
日
本
大
震
災
の
直
後
に
被
災
地

に
調
査
に
入
り
、
被
災
者
や
被
災
農
家
の
要
望
を
集
め
、
防
災
士
と
し
て
地
区
防
災

計
画
の
導
入
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
首
都
圏
直
下
型
の
地
震
へ
の
対
策
は
、

今
す
ぐ
手
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
課
題
で
す
が
、
千
葉
県
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ

ン
の
防
災
対
策
は
全
く
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
県
を
あ
げ
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
含
む

防
災
、
さ
ら
に
は
国
際
基
準
を
基
本
と
し
た
避
難
所
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

災
害
か
ら
命
を
守
る
防
災
対
策
を

県民のくらし最優先の県政を

今こそ“自治体の役割”発揮を！

おぐら  まさゆき

20%20%20%

無所属・
日本共産党推薦



大型開発優先から県民のくらし第一に

教育・社会保障の充実と負担軽減を！
●小中学校の給食費の完全無償化、有機給食の提供
●必要な正規教員を採用し、教員の未配置解消
●医療費の窓口無料化拡充
●国保料（税）負担軽減

中小企業・地場産業応援
●公契約条例を制定し中小企業振興条例を実効あるものに
●中小企業への独自の直接支援で最低賃金1500円の実現

だれもが自分らしく生きられるように
●男女共同参画社会基本法に基づいた条例づくりを進めます
●パートナーシップ制度の導入
　選択的夫婦別姓制度の実現、女性差別撤廃条約選択議定書の批准
を国に求める
●男女の賃金格差を是正し、女性が多いケア労働者の待遇改善

憲法を生かす県政へ
●幕張メッセでの武器見本市の中止
　パレスチナ・ガザ地区で使用された武器などを売買するイスラ
エルの企業も参加予定の見本市を許すわけにはいきません。
●木更津駐屯地でのオスプレイ拠点化撤回

▶東京湾に新湾岸道路、三番瀬も危機に
▶東京湾アクアラインに
　もう1本トンネル
▶北千葉道路の建設　など…

財界の要望
そのままに突き進む

千葉県

※出典「2024 統計でみる都道府県のすがた」

民生（福祉）費

社会福祉費

老人福祉費

児童福祉費

衛生費

44位（県民一人あたり）
45位（県民一人あたり）
47位（65歳以上一人あたり）

41位（17歳以下一人あたり）

43位（県民一人あたり）

教育費

一般病院病床数

医師数（従事）

看護師・准看護師数（従事）

保健師数

45位（県民一人あたり）
44位（県民10万人あたり）

43位（県民10万人あたり）

45位（県民10万人あたり）

43位（県民10万人あたり）

くらし・福祉は全国最下位クラス

大規模開発にお金を注ぐ

千葉県の実態はどうでしょうか

長谷川敏郎（全国農民運動全国連絡会会長）
小倉　毅（全国農民運動全国連絡会副会長）
志位和夫（日本共産党議長・衆議院議員）
田村智子（日本共産党委員長・衆議院議員）
小池　晃（日本共産党書記局長・参議院議員）
白石ちよ（党県くらし・福祉相談室長）
寺尾さとし（元千葉県議会議員）

小林　水晶（日本民主青年同盟千葉県委員会委員長）
寺田　勝弘（千葉県労働組合連合会議長）
中川　晃　（全教千葉教職員組合中央執行委員長）
鈴木　正彦（千葉県商工団体連合会会長）
松田まつえ（新日本婦人の会千葉県本部会長）
宮原　重佳（千葉県民主医療機関連合会会長）
三輪　定宣（千葉大学名誉教授　個人）

全国第5位の財政力を生かし実現します

小倉正行さんを応援します！


